
はぎのさんちの復興支援活動 
《事業報告書》 

 
	
 特定非営利活動法人ブラームスホール協会 

理事長	
 萩野美智子 
 

 
	
 はぎのさんちのメンバー（萩野美智子、真由美、久美子）が２０１５年秋〜２０１６年夏にかけて、

今回のメイン事業となった名取市内にある仮設住宅での「はぎのさんちの七夕コンサート」は、被災

地に訪れ復興を願い音楽を通して活動をしました。活動内容については以下の通りです。 
 
 
事業名：はぎのさんちの七夕コンサート 
期間：平成 27年 7月 6日〜８日 
参加者：萩野美智子（声楽）	
 	
 萩野久美子（声楽）	
 	
  
	
 	
 	
 	
 牛屋真紀（ピアノ）	
 スタッフ	
 １名	
  
	
 	
 	
  
場所：名取市内仮設住宅 
 
活動内容： 
	
  
●	
 ７月６日（水）スタッフ	
 前日、名取入り。会場確認。 
●	
 7月 7日（木）14:00 -15:00名取市美田園第一仮設住宅 
●	
 7月８日（金）10:00-11:00愛島東部仮設住宅 
●	
 7月 8日（金）14:45-15:30雇用促進住宅仮設集会場 

 
各集会場にてはぎのさんちメンバーで日本の歌、オペラの重唱を演奏した。 
リクエストコーナーでは配布した曲目リストのなかからそれぞれに思い出の曲をリクエストし

ていただき演奏した。一緒に口ずさみ、思い出に涙を流して聞いている方もいた。 
また、みんなで歌おう！のコーナーでは「手のひらを太陽に」、「ドレミの歌」を手話や振りを

付けて体を動かしながら一緒に歌い、会場中が笑顔に溢れた。 
仮設住宅の方を中心に、各会場４０数名の方が参加。 
 
 
 



 
（写真は美田園第一仮設住宅での様子） 
 
 
助成対象経費一覧 
①	
 交通費	
 	
 178,560円 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・出演者交通費 133,920円	
 	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （滋賀県草津市〜名取往復	
 44,640円✖３名） 

・スタッフ交通費  44,640円 
	
             （滋賀県草津市〜名取往復	
 44,640円✖1名） 

 
②	
 宿泊費	
 	
 	
 24,540円	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （名取市での１泊分	
 8,180円✖３名） 

	
 	
 	
 	
  
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 計	
 ２０３，１００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


